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新 年 に あ た っ て

栃木県行政書士会　会 長　岸   　宏

　新年あけましておめでとうございます。時節は早いもので、前小林

一二会長の残任期間を果たすべく５月に会長に就任して早７月が経過い

たしました。

　これまでの間無事に会務をこなせたのも、役員諸兄のなみなみならぬ

会務への貢献と会員の皆様のご理解のたまものと紙上をかりて感謝申し

あげる次第です。

　昨年はまさに激動の年でした。新潟では大雨による被害、その傷を癒

すまもなく中越での大地震、さらには暮れもおしつまる２６日のインド

ネシア方面の地震による周辺国への津波被害といった、暗い１年間でし

たが、当会にとって１つだけ大きな慶事ともいうべきドラマが誕生しま

した。

　私どもの名誉会長である、福田富一氏が栃木県知事に当選したことです。陰に陽に多くの会員の

皆様のご尽力に心からの敬意と感謝の意を捧げたいと存じます。

　栃木県の指導者として、２００万県民のため、福田富一知事が、その力を存分に発揮され豊かな

県民醸成のためご尽力されることをご期待申し上げる次第です。

　さて、私どもの会について考えますとき、まずＩＴ社会への対応化が課題であろうかと思います。

日進月歩という表現の速度を超えてＩＴ化は急速に進むものと思われます。うさぎとかめの童話の

ように目が覚めたらはるか先に・・・。皆様一人一人が、ＩＴ化社会への対応を真剣に考え遅れを

とらぬよう心を一つにしてがんばろうではありませんか。

　ＡＤＲ関係についての行政書士としての参入はまだ先のこととなりました。法的な担保能力や、

実務的な知識や技術能力をより高め、こうした司法参入もさながら、許認可手続きのプロとして多

くの人達にたよられる資格者像をめざしてがんばろうではありませんか。

　社会貢献という言葉があります。どうした形で社会貢献ができるのか。たとえば地震やその他の

災害時における許認可手続での貢献対策。なにが私どもにできるのか。そうした緊急時に行政書士

としてどんな手を差し伸べることができるのか。こうしたことも今後の事業計画にもりこんでいく

必要があろうかと存じます。

　結びに、会員諸兄が本年もますますご健勝であり、飛躍の年となりますことを祈念して新年のあ

いさつとさせていただきます。
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平成１７年新年知事あいさつ

栃木県知事　福　田　富　一

　栃木県行政書士会の皆様、あけましておめでとうございます。

　私は、昨年の知事選挙によりまして、これからの栃木県政を預かる

重責を担うこととなりました。改めて、その責任の重さを痛感し、身

の引き締まる思いであります。ふるさと“とちぎ”に対する県民の皆

様の熱い想いを心に刻みながら、新たな“とちぎ”づくりに全力を傾

注する決意であります。

　我が国は、今、これまでの成長を支えてきた社会経済システムの大

きな転換期にあり、少子高齢化や地球規模での環境問題など、克服し

なければならない多くの課題に直面しております。また、三位一体の

改革や市町村合併など、国と地方のあり方も大きく変化しようとして

おり、「自主・自立の地域づくり」という考え方のもと、各種の改革

が進められております。

　このような中で、自らの創意と工夫で個性を発揮し、真に豊かな地域を創り上げていくために、

あらゆる人が立場を越えて協力し、新たな“とちぎ”づくりに参画する“県民と協働する県政“を

構築して参りたいと考えております。

　また、住民に最も身近な市町村が地域づくりの主役となる地方分権型社会を構築していくため、

市町村への着実な権限委譲を図るとともに、市町村と緊密に連携していく“市町村とともに歩む県

政”を推進して参ります。

　こうした取組によって、対話と協調、改革を基本としたスピード感のある県民中心、市町村重視

の県政を推進し、県民誰もが夢を持ち、市町村が真に輝く“元気で活力あるとちぎ”を実現するこ

とが、知事としての私の使命であると確信しております。

　このため、現在策定を進めております次期総合計画においても、このような考え方に立って“と

ちぎ”のビジョンを描き、各種の施策を積極的に盛り込んで参りたいと考えております。

　本県におきましては、足利銀行の一時国有化に伴う県内経済の活性化等、県民生活に大きな影響

を及ぼす課題への対応が強く求められております。私は、新しい時代を創っていくという強い決意

と未来への確固たる展望を持ち、２００万県民の皆様と手を携えて、この難局を乗り越えて参りた

いと考えておりますので、皆様の更なる御理解となお一層の御支援をお願い申し上げます。

　年の始めに当たり、私の所信を申し上げますとともに、平成１７年が皆様にとって健やかで幸多

き年となりますことを心からお祈り申し上げまして、新年のごあいさつといたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１７年１月
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栃木県議会議長

　平　池　秀　光

　平成１７年の年頭にあた

り、県議会を代表いたしま

して、謹んでごあいさつを

申し上げます。

　昨年３月に県議会議長に就任して以来、誠心誠

意、県勢の更なる発展のため、活力と透明性のあ

る議会運営に努めて参りました。

　おかげを持ちまして、その重責を果たしながら、

ここに輝かしい新年を迎えられましたことは、ひ

とえに皆様方の温かい御支援・御協力の賜と心か

ら感謝申し上げます。

　本県におきましては、雇用情勢など回復傾向に

あるものの、足利銀行の一時国有化による今後の

影響を懸念しており、三位一体改革による地方分

権も進む中、地方財政も引き続き厳しい状況であ

りますが、県内経済の活性化、金融の安定を図る

ことを重点に、全力を傾注して参る所存でありま

すので、引き続き御理解・御協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

　終わりに、行政書士会の皆様方にとりまして、

ますますの御健勝と御多幸を御祈念いたしまし

て、新年の御挨拶といたします。

宇都宮市長

　佐　藤　栄　一

　明けましておめでとうご

ざいます。

　日ごとに市長としての実

感を深めて参りましたが、新年を迎え「一人ひと

りが輝く、活力あふれる新しい宇都宮」の実現に

向けて、全力で取り組む決意を新たにしたところ

であります。

　私は、宇都宮の立地特性や自然環境など、豊か

な地域資源を生かしながら、「人々が互いに支え

あい、教えあう、人間性の豊かな、個性と特性が

生きるまちづくり」、そして「多くの市民が集い、

交流し、将来にわたって持続的に発展していくこ

とのできる、魅力と活力にあふれ、誰もが夢を持

てるまちづくり」を進めていきたいと考えていま

す。

　このため、今年は、「少子化対策としての、子

育て環境の整備と青少年の健全育成」、「女性のた

めの環境づくりと福祉・健康増進の充実」、「資源

循環型・自然共生型のまちづくり」、「人・モノ・

情報が活発に交流する都市活力の創造と再生」、

「市民の創意を生かした自主的な地域づくり」の

五点に重点的に取り組んでまいります。

　皆様のご支援、ご協力をお願いいたします。

栃木県町村会

会 長　八木澤 昭 雄

　新年明けましておめでとう

ございます。

　行政書士会の皆様には、お

健やかに初春をお迎えのことと心からお喜び申し

上げます。

　ご承知のように、町村を取り巻く環境は大きく

変化しようとしております。市町村合併は行政自

治区の変更であり、三位一体の改革は更なる地

方分権の推進のためのものであると共に、町村に

とっては行財政システムの画期的な改革でありま

す。いずれも町村の根幹に係る大きな課題ではあ

りますが、地域住民の安全かつ豊かな生活を構築

するのは私共の責務と捉え、全力を傾注する所存

でございます。

　行政書士会におかれましても、一部業務の電子

申請、行政書士法人の設立が可能になる等変革期

にありますが、時代に即した業務の拡大と資質の

向上のため日々研鑽を重ねられており、誠にご同

慶の至りであります。今後とも、町村行政の円滑

な遂行と地域住民の福祉の増進にご尽力賜ります

ようお願いいたします。

　年の始めに当たり、栃木県行政書士会の益々の

発展と、皆様にとって幸多き一年でありますよう

お祈り申し上げ、新年のごあいさつといたします。
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栃木支部　安倍昭二郎

老鳥はばたいて

　酉年にふさわしく、いよい

よ東北楽天ゴールデンイーグ

ルスが野球場ではばたく。是

非優勝してもらいたいもの

だ。仙台北方の田舎町が私の故郷で、奈良東大寺

大仏の金箔はここから献上されたものである。年

号さえ天平から天平勝宝に変わる慶事であった。

　７回目の干支を迎え、長生きしたものだと思う。

大東亜戦争突入が小学２年生の大雪の日。敗戦が

６年生の真夏、玉音は畑にいて聞いていない。大

変な小学時代だったが、新憲法は中学生にも希望

と勇気を与えてくれた。近頃は相談事がますます

増え大忙しである。老鳥も楽天にあやかって、元

気にはばたかなくてはならない。

　　　　　　　　　　　　　２００５年　元旦

雑感

塩那支部　宮嶋　幸雄

新春のごあいさつ

栃木支部　風間　　洋

　新年あけましておめでとう

ございます。

　昨年は台風、地震等自然災

害が多く発生し、経済状況は

低迷続きでしたが、その中にあってアテネオリン

ピックでの日本選手の活躍、イチロー選手の安打

新記録の達成又は当会の名誉会長でもある福田富

一氏の県知事当選と明るい話題が生まれ、重苦し

い気分の中に一服の清涼剤を味わった様な１年で

した。

　私は昭和４９年に入会して早３０年が過ぎてし

まいました。会や業務を通しての仲間が多く出来、

貴重な財産を得、感謝しているところです。

　行政書士を取りまく環境は、事務所の法人化等

規制緩和の名のもとに士業に対する保護が撤廃さ

れて、自由競争原理の促進がはかられています。

更に業務に於いてもペーパーから電子化へと変化

してきています。そんな中にあって時代の変化に

合わせていくためには、柔らかい頭をもって、新

しい物に挑戦する心を常に持ちたいと思います。

　新年あけましておめでとう

ございます。

　私は２９才で開業し、先輩

諸先生にご指導頂きながら仕

事を覚え、汗をかき恥をかきながら毎日が勉強で

した。

　今年、開業から１８年目になりますが・・

やはり勉強・研鑽の毎日です。

　時代もめまぐるしく変わり、社会のＩＴ化や業

務の司法参入など、行政書士の業務体系も更に進

化し続けて行きます。ＩＴ化に対応できる行政書

士や法廷に立てる行政書士が当たり前となる時代

がそこまで来ているようです。

　日々の勉強・研鑽は正に「飯の種」、気を抜く

ことは出来ません。

　今年はメンタルな部分で、苦労を喜びや楽しみ

に変えられるような、仕事のシステムづくりをし

たいと思います。無理をせずに・・。

酉 年
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鹿沼支部　神山　忠雄

雑感 還暦を迎える私の生き方

宇都宮支部　奥村　正

酉年雑感

芳賀支部　福田　俊夫

　　新年あけまして、おめで

とうございます。

　今年は年男との事で、事務

局より寄稿の依頼を受けて、

もう還暦を迎える年となったかと思うと複雑な心

境であります。

　私は、行政書士の事務所を開いて本年で３０年

になりますが、この間、行政書士としての仕事を

し社会にどのくらい奉仕した事だろう？

　本年、私が挑戦する事（仕事では無い）がある。

蕎麦、大好きの私は、新しい蕎麦屋が開店と聞く

と必ず食べに行く事としてる。１０年位前から蕎

麦打ちを自己流で始め、道具一式もそろえて、休

日には自宅で蕎麦打ちをして、食を楽しんでいる

が、蕎麦切りまでは卒業（自己満足）したが、納

得した蕎麦ダレが出来ないので、プロの店の味に

近づくことである。

　今年、６０歳になり、還

暦とのこと。６０年間生きて

きて、何かを吸収し、世の中

に何を返してきたか分からな

い。自分では未だ少ししか生きてないような気が

する。頭の中では「すべてのことに感謝し、自分

以外のすべての人を師と仰ぎ、すべてに奉仕する」

ことは分かっているが、未だできない未熟者であ

る。

　開業して日が浅く、兼業もあるので、行事が多

いと土日もなくなる。このような状況でも、私の

信条は、お客様に喜ばれ、感謝されることである。

分からないところは、本で調べたり、専門家に聞

いたりして完璧に仕上げる。そこに生かされてい

る自分を感じる。

　新年あけましておめでとう

ございます。

　去年は風水害、地震、凶悪

事件また金メダル等々悲喜こもごもでした。

　今年は平穏な年である事を願うばかりです。

　さて酉年である故の寄稿依顔の通知を受け、

びっくりしました。日頃の生活の中であまり年の

ことを考えずにうち過ごしてまいりました。省み

て月日の流れの早いことを実感します。私達の時

代は戦前、戦中、戦後と国難に直面した大変な時

代でした。時の変遷の中で様々に順応してまいり

ました。今の世の平和に感謝です。　　　　　　

　現在の世相は価値観の多様化、少子高齢化が進

み、将来の人口減少で？

　私は行政書士の傍ら民生、児童委員の真岡地区

協議会の副会長の任に在り、その期待と信頼に応

えるべく福祉向上につとめております。

　日頃考えることは、多くの方々が地域社会に関

わりを持つこと。私はそんな中でいつも心は青空

天井で生きたいと思う昨今であります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

恐れながら

塩那支部　佐藤　栄一

　明けましておめでとうござ

います。

　今年は年男となり、昔であ

ればとうにいい大人とよばれる年となっています

が、いまだ青臭く一匹狼を気取っているところで

す。

　ところで、私の業務は他人の依頼を受けてとい

う前提がありますが、規制があるからそれをクリ

アする必要があるわけで、規制がなければ自由に

物事できるので、仕事がなくなってしまいます。

　では規制はいつ誰が作ったのだろうか？

想像するにそれは権力者が自身の安全を図るため

に禁止事項を定めたほかは、住人同士が近隣の紛

争に『恐れながら・・・』とお上に訴えたから規

制が出来て行ったのではないかと考えています。

昨今自己責任という言葉が言われていますが、お

上に頼らない紛争解決が定着すれば、私の仕事も

お上の仕事もなくなってしまうのかな？なんて考

えながら日々の業務に追われる毎日です。

　次の年男のときはなにを思っているのか楽しみ

です。
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平成１６年度第４回理事会開催

会社設立研修会開催

栃木県行政書士会

　平成１６年１２月１９日（日）午後１時３０分

から「鬼怒川あさやホテル」に於いて、平成１６

年度第４回理事会が開催されました。

　報告事項及び議案は下記のとおりです。

報告事項

（１）日行連の動きについて

（２）日行連関東地方協議会について

（３）行政書士試験関係の件について

（４）新潟中越地震災害見舞金について

（５）裁判外紛争解決手続き（ＡＤＲ）に関する

　　件について

議　案

議案第１号

　平成１６年度事業執行状況について

議案第２号

　平成１６年度補正予算の件について

議案第３号

　出入国管理及び難民認定法施行規則改正に伴う

事務処理手続きの件について

その他

　各支部長との意見交換会（平成１７年度に向け

ての要望等）

　理事会には、当会の名誉会長でもある福田富一

知事がお見えになり、知事選挙のお礼と理事会開

催のお祝いの言葉を頂きました。

　詳しい内容については、事務局備え付けの理事

会資料及び理事会議事録を参照してください。

　　　　　　　　　　　　　（広報部　金敷　裕）

　平成１６年１２月１０日午後３時から５時ま

で、行政書士会館において研修会を開催した。

　会社の定款を作成等する際に必要とされる「商

号」、「事業目的」について行政書士・横山真氏を

講師に行われた。

　講義内容の概略は次のとおり。

１．会社の商号を決めるには類似商号があると登

　記できないこととなり、定款を作成等する際に

　は類似商号の調査が必要であること、その類似

　性を判断する際には、自分の主観を捨てて、先

　例等を参考に判断する必要がある。

２．事業目的については、「適法性」、「営利性」、

　「明確性」、「具体性」を備えてなければならな

　いこと、特に「明確性」、「具体性」があるか否

かについての判断についは意見の分かれるところ

であるので、上記商号について述べたと同じよう

に、自分の主観にとらわれることなく、先例等を

参考に起案する必要がある。

　研修会資料は行政書士会館図書室に備え付けら

れていますので、御利用下さい。

　　　　　　　　　　　（業務研修部　横山　真）
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日行連１０月期伝達研修会第１日

日行連１０月期伝達研修会第２日

　平成１６年度１０月期伝達研修会が１０月

１３・１４日　日本海運倶楽部において開催され

ました。私は１３日（水）の第１時限と第２時限

に出席しました。

　午後１時半、日行連会長のあいさつで開講しま

した。午後１時４５分より「総合法律支援法につ

いて」と題して講義が始まりました。講師は法務

省総合法律支援準備室長の黒川弘務さんでした。

　前半は法律が作られた経過と支援センター設立

の意義について話されました。

　後半は、支援センターの概要についてレジメに

そって話されました。現在のところ、平成１８年

春にセンターを設立し、秋には活動を開始する構

想ですすめているとのことです。

　最後に、質問に答える中で、「法律には行政書

士は明記されていないが、地方には拠点となる事

務所を設置したいと考えているので、そのなかで

積極的に参加していただいて、行政書士の実績や

経験を生かして活動していただくことを願ってい

る。」と話され、午後３時１５分に終了しました。

　引き続き、午後３時半より「介護輸送に係わる

法的取扱いについて」と題して第２時限目の講義

にはいりました。

　講義の前半は国土交通省自動車交通局旅客課専

門官の仲村浩一さんが、後半は新輸送サービス係

長の川合宏和さんが今回の処置について話されま

した。今後ますます需要が見込まれる介護につい

て施設・設備の拡充とともに、輸送の面でもより

よい運用が求められています。そのための改善で

あり、法律の見直しでもあるという話には、納得

がいきました。講義は午後５時に終了となりまし

た。　　　　　　　　　（業務研修部　鈴木宏昌）

　平成１６年１０月１４日　日本海運倶楽部にて

「電子認証と電子政府・電子自治体の現状と課題」

についての研修会が開催された。

　国の進めている高度情報通信ネットワーク社会

の基本的システムの構築構想に対し、各都道府県

及び市区町村の対応が遅れている。

　また、都道府県及び市区町村がそれぞれの独自

のシステム構築をすることにより様々なハード、

ソフト、コンテンツの開発がなされており、これ

ら情報通信を基盤としたネットワークインフラの

新たな環境整備とルール作りが早急に必要である

という現状が報告された。

　また、電子申請や電子商取引を行う上で重要と

なる本人確認・代理人への委任事実の確認方法と

しての電子認証システムのあり方や安全性･信頼

性の確保について、現在行われている電子入札や

税務申告のシステム上の問題点を例として、今後

行われる諸手続きの電子申請化への指摘や課題に

ついて講義された。

　我々が業務として行う代理申請については、ま

だまだ申請の窓口である諸官庁の申請方法に関す

るシステム構築に、代理申請という概念が反映さ

れておらず、それぞれの行政書士会の単位会にお

いて早急に都道府県及び市区町村への働きかけが

必要と思われる。

　　　（ＩＴ戦略特別委員会　風間　洋）
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建情管第１１６号

平成１６年１２月１３日

日本行政書士会連合会

　会長　宮内　一三　殿

財団法人建設業情報管理センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　六波羅　昭

経営状況分析にかかる消費税免税事業者の取り扱いについて

　時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

　平素より、当財団が実施する経営状況分析業務につきましてご支援．ご協力を賜り厚く御礼申し

上げます。

　さて、表記取り扱いについて、下記のとおり、平成１７年１月１日以降の経営状況分析申請から、

売上及び仕入に関する経理処理を税込価格で処理した財務諸表で分析することとしましたのでお知

らせします。

　つきましては、貴管下の会見各位様にも上記取り扱いにかかる変更点をご周知方お取り計らいい

ただきますようお願い申し上けます。

敬具

記

（平成１６年１２月末までの取り扱い）

免税事業者については仕入れに関する経理処理のみ税抜きとした財務諸表で分析する。

↓

（平成１７年１月１日以降の取り扱い）

免税事業者については税込価格で処理した財務諸表で分析する。

　なお、免税事業者の財務緒表作成の際は、貸借対照表の注記事項１へ「免税事業者につき税込」

等（免税事業者であること税込方式であることの２点が確認できますよう）と記載をお願いします。

以　上

　平成１６年１２月２日　群馬県前橋テルサに

て群馬県行政書士会主催の「第３回電子申請研

修会」が開催された。

　研修会には、群馬県行政書士会会員、関東地

方協議会の各単位会の担当者、群馬県及び同市

町村より電子化に関係する各担当者が出席され

ました。

　講義は国土交通省オンライン対策官、日本商

工会議所電子認証普及調査役、群馬県総務局情

報政策課長、群馬県監理課技術調査室長が講師

としてそれぞれの専門分野の電子化への進捗状

況を説明しながら進められた。

　群馬県においては、電子県庁のシステムネッ

トワークの構築と環境整備に際して、行政書士

による代理申請が十分認識されており、群馬県

行政書士会へ意見を求めながら、同市町村との

協調によるオンラインのシステム作りを行って

いるとのことです。

　これが実現する事により、例えば指名入札参

加資格申請などは、政府関係省庁への電子申請

のように、県及び市町村への一元申請も可能に

なるようです。

　高度情報通信ネットワークのシステム構築に

必要不可欠な電子認証システムについて、その

問題と課題についての講義もなされました。

　栃木県行政書士会ＩＴ戦略特別委員会も引き

続き県及び市町村のシステムネットワークの構

築に対し、行政書士の電子申請代理人としての

理解を求めて行きます。

　（ＩＴ戦略特別委員会　風間　洋）

群馬県行政書士会研修会レポート
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　自動車の不法投棄を防止するとともに、そのリサイクルを促進する観点から、道路運送車両法の

一部を改正する法律（平成１４年法律第８７号）、道路運送車両法施行令等の一部を改正する政令（平

成１５年政令第４９５号）及び道路運送車両法施行規則等の一部を改正する省令（平成１６年国土

交通省令第８３号）により抹消登録制度等が見直され、平成１７年１月１日から施行されることに

なったが、これに伴う運用を以下のとおり定めたので、遺漏のないようにされたい。

記

１．全体について

（１）住所を証するに足りる書面について

　　　「住所を証するに足りる書面」（自動車登録規則（以下「登録規則」という。）第６条の８第

　　２項第２号、同第６条の１１第２項第２号、同第６条の１３第１項第３号）とは、届出等の日

　　からさかのぼって３ヶ月以内に発行された住民票、印鑑証明書（住所変更の場合を除く。）そ

　　の他の官公署が発行する住所を証する書面又はこれらの写しをいう。

（２）所有権を証するに足りる書面について

　（ａ）「当該自動車の所有権を証明するに足りる書面（登録規則第６条の８第３項、同第６条の　

　　１１第３項）とは、相続その他の一般承継であることの事実を証する戸籍又は商業登記簿の謄

　　（抄）本をいう。

　（ｂ）「譲渡証明書その他の当該自動車の所有権を証明するに足る書面」（登録規則第６条の１３

　　第１項第２号）とは、当該自動車の所有者の変更の原因が自動車の譲渡である場合にあっては

　　譲渡証明書、当該変更の原因が相続その他の一般承継である場合にあってはその事実を証する

　　戸籍又は商業登記簿の謄（抄）本をいう。

２．使用済自動車の解体に係る手続について

（１）使用済自動車について永久抹消登録申請又は解体に係る届出を行う際には、当該自動車が自

　　動車リサイクル法に規定する手続により解体されたことが確認できる事項として、解体報告記

　　録がなされた日、車台番号、移動報告番号を、申請書（又は届出書）に記載しなければならな

　　いので留意されたい。

（２）また、この場合、当該自動車の自動車検査証の有効期間に残存期間があったときは、当該残

　　存期間に相当する自動車重量税の還付申請を行うことができ、その運用については、「使用済

　　自動車に係る自動車重量税還付事務の取扱いについて」（平成１６年７月３０日付け国自管第

　　６７号）にて別途通知しているので、参照されたい。

３．輸出に係る手続について

（１）外国人登録証明書を有しない船員等が自動車を輸出する場合の、輸出抹消仮登録申請又は輪

　　出に係る届出の手続は、当該船員等に自動車を販売した代理店、仲介業者等が行うものとする。

（２）「前条こ規定する自動車であることを証するに足りる書面」（登録規則第６条の６第２項）とは、

　　活魚の運搬等に係る契約書又は事業計画書等（輸出先国及び経由国が明らかになるものである

　　ことを要する。）をいう。

（３）道路運送車両法（以下「法」という。）第１５条の２第４項（又は法第１６条第７項において

　　準用する法第１５条の２第４項）の規定に基づいて、輸出抹消仮登録証明書又は輸出予定届出

　　証明書を返納する際には、併せて、当該証明書の返納の届出書（第３号様式の２）の提出が必

　　要となるので留意されたい。

　　　　道路運送車両法の一部を改正する法律等の施行に伴う
　　　　抹消登録制度等の運用について



-11-

　平成１４年７月に道路運送車両法が改正され、平成１７年１月より二輪の小型自動車の所有者は、

同法第７２条の３の規定により、二輪自動車検査ファイルに記録されている事項を証明した書面（検

査記録事項等証明書〉の交付を請求できることとなっている。

　現在、道路運送車両法に規定する登録事項等証明書の請求及び自動車検査証の再交付に際しては、

犯罪防止の観点から、交付請求者等に対して本人確認が実施されているところであるが、検査記録

事項等証明書についても、自動車窃盗等の犯罪を行おうとする者が、証明書の交付を請求し、これ

に記載された所有者の住所等の個人情報を調べ、犯罪に悪用する場合等が想定されるので、下記の

とおり、登録事項等証明書の交付請求等の際と同様、不正な請求を防止する観点から、運輸支局及

び自動車検査登録事務所において請求者の本人確認の実施等適切な対策を講じられたい。

記

１．運輸支局又は自動車検査登録事務所の登録官は、検査記録事項等証明書の交付請求に当たって、

　自動車登録検査業務電子情報処理システムを使用して、当該請求に係る二輪の小型自動車の所有

　者の確認を行うものとし、当該システムに記録されている所有者と請求者の氏名及び住所が一致

　しないときは、当該証明書を交付しないものとする。

　　ただし、契約書その他の資料をもって、請求者が当該自動車の所有者であることが確認できる

　ときはこの限りではない。

２．また、検査記録事項等証明書の交付請求に当たっては、犯罪への悪用等を防止する観点から、

　検査記録事項等証明書の交付請求者に対する本人確認を実施するものとし、その運用については、

　「登録事項等証明書交付請求者及び自動車検査証再交付申請者等に対する本人確認の実施につい

　て」（平成１３年１１月６日付け国自管第６１号）に準ずるものとする。

４．所有者の変更に係る記録の申請について

　　「当該所有者の変更があった旨を証明することができる契約書その他の資料」（法第１８条第２

　項）とは、契約書又は譲渡証明書の写し等をいう。なお、古物営業法第１６条に規定する帳簿又

　はこれに準ずる書類であって、一時抹消登録を受けた自動車を譲渡した相手方の氏名及び住所の

　記載があるものについては、当該資料に該当するものとする。

５．検査記録事項等証明書について

　　検査記録事項等証明書の交付請求に当たっては、犯罪への悪用等を防止する観点から、検査記

　録事項等証明書の交付請求者に対する本人確認等を実施するものとし、その運用については、「二

　輪小型自動車の検査記録事項等証明書交付請求者に対する本人確認等の実施について」（平成

　１６年１１月２６日付け国自管第１１１号）にて別途通知しているので、参照されたい。

　　　　　　　二輪小型自動車の検査記録事項等証明書交付請求者
　　　　　　　に対する本人確認等の実施について
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出入国管理及び難民認定法施行規則の改正に伴う所属単位会への書類提出等について

　本誌前号にてお知らせいたしましたが、この度、出入国管理及び難民認定法（以下、「入管法」
という。）施行規則の一部を改正する省令が、平成１６年１２月１０日公布され（平成１７年１月
３１日施行）、行政書士又は弁護士については、所属する行政書士会又は弁護士会を経由してその
所在地を管轄する地方入国管理局長に届出を行った場合、申請人本人の出頭免除を認めることとさ
れました。
　届出をした行政書士、弁護士は、入国・在留審査手続に関し書類作成を依頼した外国人等に係る
各種申請書の提出、申請手続を行うことができます。（申請の受理後、必要な場合には、当該申請
者等の出頭を求められることがあります。）
　従って、平成１７年１月３１日の入管法施行規則改正の施行日からは、届出に係る書類提出先は
所属する各単位会となり、各単位会は名簿作成の上、管轄する地方局等へ届出を行い、届出を受理
した地方局等は届出済証明書を作成し単位会へ交付、単位会は対象会員に届出済証明書を配付する
こととなります。また、各単位会から管轄する地方局等への届出は原則として毎月１回、届出済証
明書（従来の「申請取次者証明書」に当たるもの。）の有効期限は、３年後の当月末となります。
　このことについて、法務省入国管理局からは、各会員による所属各単位会への届出申込みにあたっ
ては、出入国管理行政に係る研修等を受け又は知識を有していることが必要とされること、また、
各単位会及び日行連には、届出手続等における協力のほか、本制度の適正な運用への協力が求めら
れてきております。
　このような趣旨から、今後は、新規の届出者と同様、更新の届出者にあっても取次実績の多少に
係わりなく研修を受講していただくこととなりますので、改めてご承知おき願います。（注：新規
届出者の届出手続有効期間は受講後 1年間。期限切れの場合は再受講が必要。更新届出者は届出済
証明書の３年の有効期間内に１回以上受講のこと。）
　なお、研修会の受講機会等を勘案し経過措置として、入管法施行規則改正の施行後に更新の届出
を行おうとする者であって、同規則改正の施行の際、現に所持する「申請取次者証明書」の有効期
限が２か年に満たない者に限り、研修受講の機会を有しない止むを得ない理由を申し出ることによ
り、研修会修了証の提出を除外します。
　また、入管法施行規則改正の施行後における各単位会への提出書類は、下欄の各事項となる予定
ですが、関係機関等との最終調整により、変更の可能性もありますので、届出にあたっては、様式
等の入手も含め所属の単位会にご確認され、余裕を持って準備を進められるようお願いいたします。
　今回の入管法施行規則改正に伴う一連の情報につきましては、今後も、各単位会、日行連ホーム
ページ、申請取次関係の各研修会等で紹介し、周知を図ってまいりますので、参考に願います。（平
成１７年度の研修会スケジュールは、月刊「日本行政」４月号に掲載予定です。）
　入国管理行政の円滑な運営と一層の推進に、各位のご理解、ご協力をお願い申し上げます。

【届出提出書類（新規の届出用）】
　①誓約書②事務研修会修了証（写し１通）③申請取次申出書（１通）④経歴書（１通）⑤行政書  
　　士証票（写し１通）⑥写真（２cm×２cm）（２葉）
（注）・事務研修会受講後の届出手続有効期間は１年間。（期限切れの場合は再受講必要。）
　　・写真は裏面に行政書士証票登録番号と氏名を明記する。

【届出提出書類（更新の届出用）】
　①誓約書②実務研修会修了証（写し１通）③申請取次申出書（１通）④経歴書（１通）⑤交付済
　　証明書又は現「申請取次者証明書」（写し１通）⑥行政書士証票（写し１通）⑦申請取次実績
　　報告書（１通）⑧写真（２cm×２cm）（２葉）

（注）・３年の有効期間内に 1回以上受講し修了証取得要。※地方入管は月単位（原則月１回）によ
　　　る書類受理方式になるので、研修会受講と単位会への書類提出等は余裕を持って行うこと。
　　　更新届出の場合は、有効期限２か月前から書類受理可能。期限間近の研修会受講及び単位会
　　　への書類提出は注意要。
　　・写真は裏面に行政書士証票登録番号と氏名を明記する。
　　・実績報告書は過去３年間分。
※上記書類様式等は単位会、日行連ホームページ、各研修会で入手願います。

17.1.11 現在

申請取次行政書士管理委員会からのお知らせ
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日行連発Ｈ１７第１１号

平成１７年１月７日

各単位会会長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本行政書士会連合会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　宮　内　一　三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登録部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部　長　　豊　田　瑞　穂

市町村合併による変更登録について

　現在、国による地方分権の推進等に伴い、全国的に市町村合併が進められている状況にあります。

このことにより各単位会からの所属会員の事務所所在地等に関する一括変更の依頼が、今後益々増

加するものと想定されます。しかしながら登録業務が日行連に移管される以前に登録した会員の中

には本籍が行政書士名簿に記載されていないものも散見され、一括変更申請の要件に至らない場合

が生じ、また事務処理上においても支障を来すことも予測されることから、市町村合併による変更

登録については、今後の事務手続を下記のとおりと致しますので、周知徹底下さいますようお願い

申し上げます。

記

１　事務手続について

　　市町村合併に伴う行政書士名簿の変更については、本来は変更登録であるので、該当会員本人

　より個々に変更登録の申請をしてもらうのが原則であるが、市町村合併は基本的には周知の事実

　であり、その事実を証明する書類を添付することにより、単位会からの依頼による該当会員の一

　括変更を運用上で行っていた。

　　しかしながら、単位会において本籍等の情報が把握されていない場合、一括変更申請の要件に

　至らないこともあり、一括変更の事務処理に支障が出るため、今後市町村合併による変更登録に

　ついては、原則どおり本人より変更登録を申請することとする。

２　事務手続きの要領について

（１）　当該会員本人が行政書士変更登録申請書を単位会に提出することにより変更を申請する。

（２）　上記申請書に、住所及び本籍それぞれについて市町村長が証明した該当会員名の入った証明

　　書を添付させること。

　　（該当会員名の入った証明書がない場合の措置としては、住所及び本籍のそれぞれについて　

　　 該当会員名の入っていない一般の証明書の添付が必要。なお、本籍については、登録業務が

　　 日行連に移管される前に登録された会員の中で、名簿に本籍が記載されていない場合、別途

　　 本籍抄本の添付が必要となる場合がありうる。）

（３）　事務所所所在地が変更になる場合は、証票が差し替えになるので、証票用の写真を１枚添付

　　させること。

（４）　その他は基本的に通常の変更登録と同様の取扱いとなる。

※　なお今後の単位会におかれては該当する会員に対して上記変更登録を申請するように指導して

　ください。

　　★上記（市町村合併）変更登録をされる方は、行政書士変更登録申請書（右記ページ掲載）

　をコピーをしてご使用下さい。なお、（２）に該当会員は、必ず市町村長証明及び写真２枚を

　添付し、事務局まで郵送して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（栃木県行政書士会）　
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西那須野町土地開発指導要綱からの主な変更点

１　提出部数　正１部・副５部→正１部・副２部・概要版２０部（表紙・開発区域内一覧表・公図・

　　案内図・土地利用計画図）

２　適用除外

　　無→国・県・本市及び法２９条１項第２号から第１１号まで

　　資材置き場・社会福祉施設・駐車場・病院等適用除外

　　（雨水処理施設設置指導要綱で規制→雨水処理施設の設置のみ）

３　公開標識

　　工事着手まで→承認から工事完了までに変更

４　隣接協議事項報告書の廃止

　　報告書は廃止となるが、隣接地権者にトラブル防止のため工事の目的、工事の期間、工事の施

　　工時間等説明をお願いしたい。

５　説明会報告書の廃止

　　住民から要求があった場合に変更

６　事前協議図書の閲覧

　　５年→永久に変更

７　建築に関する証明の廃止

８　道路構造

　　表層　５cm　上層路盤１５cm　下層路盤　２０cm～２５cm　下層路盤２０cmに緩和

９　道路後退

　　道路センターから３mセットバック→道路反対側ががけ地や川の場合道路反対側から６mの　

　　セットバック

１０　駐車場

　　集合住宅　１世帯あたり１．５台→１台に緩和

１１　交通安全施設

　　無→道路担当課が必要と認めた場合、道路照明施設・道路反射鏡等を設置する。

１２　寄付申出書・承諾書

　　縦書きＢ４→横書きＡ４へ

１３　様式の追加

　　土地開発事業変更事前協議書・土地開発事業事前協議取下げ書・開発行為施行同意書

１４　様式の削除

　　土地利用対策委員会付議通知書（企画課で対応）・開発事業説明会報告書・隣接地協議事項報

　　告書・建築に関する証明願・建築に関する証明書・公共施設の管理者等一覧表・公共施設の維

　　持管理に関する協定書・公共施設移管受渡書・水道施設寄付申出書・下水道施設寄付申出書・

　　ごみステーション設置協議申請書・ごみステーション設置協議回答書・水道引込協議申請書・

　　水道引込協議回答書・下水道設置協議申請書・下水道設置協議回答書・土砂等使用計画報告書

※　ごみステーション・水道・下水道→様式自体事前協議書にないため、関係各課と協議し指定す

　　る書類を提出する

※　土砂使用計画報告書１０００m2以上の場合土砂条例の該当

その他

　　西那須野町雨水浸透施設設置指導基準（雨水枡基準）→廃止

◎　詳しい資料（那須塩原市土地開発事業指導要綱等）は、会館２階資料室に備え付けてあります

　ので、ご覧ください。

那須塩原市土地開発事業指導要綱について
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市町村長一覧

市町村 市町村長名 市町村 市町村長名

宇都宮市 佐藤　栄一 芳 賀 町 森　　　仁

足 利 市 吉谷　宗夫 壬 生 町 清水　英世

栃 木 市 日向野義幸 石 橋 町 新井　活也

佐 野 市 飯塚　昭吉 国分寺町 大垣　　隆

鹿 沼 市 阿部　和夫 野 木 町 永田　元一

日 光 市 真杉　瑞夫 大 平 町 鈴木　俊美

今 市 市 斎藤　文夫 藤 原 町 八木澤昭雄

小 山 市 大久保寿夫 岩 舟 町 栃木　　実

真 岡 市 福田　武隼 都 賀 町 杉山金市郎

大田原市 千保　一夫 藤 岡 町 亀田　仲司

矢 板 市 遠藤　　忠 塩 谷 町 柿沼　尚志

那須塩原市
平山　喜助

（職務執行者）

氏 家 町 秋元　喜平

高根沢町 高橋　克法

上三川町 猪瀬　成男 喜連川町 滝　　政夫

南河内町 宇賀持正紀 南那須町 大谷　範雄

上河内町 手塚　順一 烏 山 町 福田　弘平

河 内 町 玉生　勝経 馬 頭 町 川崎　和郎

西 方 町 若林　照一 小 川 町 渡辺　良治

粟 野 町 湯沢　隆夫 黒 羽 町 斎藤　典男

足 尾 町 神山　勝次 那 須 町 佐藤　正洋

二 宮 町 藤田　忠義 田 沼 町 小玉　　新

益 子 町 平野　良和 葛 生 町 立川　裕康

茂 木 町 古口　達也 栗 山 村 山越　梯一

市 貝 町 小林　利恒 湯津上村 吉成　義雄

平成１７年１月３日現在
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原
市
）

〒
32
5-
85
01

那
須
塩
原
市

共
墾
社

10
8-
2

総
務
部

　
　
契
約
検
査
課

02
87
-6
2-
71
14

建
：
2/
1
～

2/
15

コ
：
  
  
〃

物
：
  
　
〃

H1
7．

4．
　
1

　
　
　
↓

H1
9．

3．
３
１

持
参
又
は
郵
送
（
必
着
）

※
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル

建
：
ピ
ン
ク

コ
：
水
色

物
：
黄
色

建
：
国
土
交
通
省
様
式

コ
：
　
　
〃

物
：
国
様
式

（
日
光
市
）

〒
32
1-
14
92

日
光
市
中
鉢
石
町

99
9

財
政
課
監
理
係

02
88
-5
4-
11
11

建
：
2/
1
～

2/
28

コ
：
　
 〃

H1
7．

4．
　
1

　
　
　
↓

H1
9．

3．
３
１

市
内
業
者
：
持
参
の
み

市
外
業
者
：
郵
送
等
の
み
（
必
着
）

建
：
水
色

コ
：
黄
色

建
：
栃
木
県
様
式

コ
：
　
　
〃

※
詳
し
く
は
、
各
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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提
出
先

受
付
期
間

有
効
期
間

提
出
方
法

申
請
様
式

（
岩
舟
町
）

〒
32
9-
43
92

下
都
賀
郡
岩
舟
町

大
字
静

83
9-
4

総
務
課
管
財
係

02
82
-5
5-
77
52

建
：
2/
1
～

2/
15

コ
：
　
 〃

H1
7．

4．
　
1

　
　
　
↓

H1
9．

3．
３
１

郵
送

(
消
印
有
効

)
※
 
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル

色
指
定
な
し

建
：
栃
木
県
様
式

コ
：
　
　
〃

（
藤
原
町
）

〒
32
1-
25
95

塩
谷
郡
藤
原
町 藤
原

1

総
務
課
検
査
係

02
88
-7
6-
11
11

建
：
2/
1
～

2/
12

コ
：
　
 〃

H1
7．

4．
　
1

　
　
　
↓

H1
9．

3．
３
１

町
内
：
持
参
又
は
郵
送
（
消
印
有
効
）

町
外
：
郵
送
（
消
印
有
効
）

※
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル

建
：
町
内
業
者
・
青
　
町
外
業
者
・
緑

コ
：
町
内
業
者
・
ピ
ン
ク
　
町
内
業
者
・

黄

建
：
町
独
自
様
式

コ
：
　
　
〃

（
西
方
町
）

〒
32
2-
06
92

上
都
賀
郡
西
方
町

大
字
本
城
１

建
設
課
管
理
係

02
82
-9
2-
03
08

建
：
2/
1
～

2/
21

コ
：
　
 〃

物
：
　
 〃

H1
7．

4．
　
1

　
　
　
↓

H1
9．

3．
３
１

書
留
郵
便
（
消
印
有
効
）

※
Ａ
４
サ
イ
ズ

建
：
栃
木
県
様
式

コ
：
　
　
〃

物
：
　
　
〃

（
南
河
内
町
）

〒
32
9-
04
93

河
内
郡
南
河
内
町

大
字
田
中

68
1-
1

総
務
課
管
財
係

02
85
-4
8-
23
14

建
：
1/
25

～
2/
10

コ
：
　
 〃

物
：
2/
14

～
2/
28

H1
7．

4．
　
1

　
　
　
↓

H1
9．

3．
３
１

書
留
郵
便
（
消
印
有
効
）

　
町
内
業
者
は
持
参
可

※
Ａ
４
袋
と
じ

建
：
町
独
自
様
式

コ
：
　
　
〃

物
：
　
　
〃

（
さ
く
ら
市
）

喜
連
川
町
内
に
本
店

支
店
・
営
業
所
が
あ

る
も
の

〒
32
9-
14
92

塩
谷
郡
喜
連
川
町

大
字
喜
連
川

44
20
-1

上
記
以
外
の
も
の

〒
32
9-
13
92

塩
谷
郡
氏
家
町

大
字
氏
家

27
71

喜
連
川
町
役
場

総
務
課
管
財
係

02
8-
68
6-
66
11

氏
家
町
役
場

総
務
課
管
財
係

02
8-
68
1-
11
11

建
：
2/
1
～

2/
28

コ
：
　
 〃

物
：
2/
1
～

2/
28

H1
7．

4．
　
1

　
　
　
↓

H1
9．

3．
３
１

市
内
業
者
・
準
市
内
業
者
は
持
参

そ
の
他
は
郵
送
で
も
可
（
書
留
・
消
印

有
効
）

※
 
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
ホ
チ
キ
ス
止
め
又

は
綴
り
紐

※
 
パ
ソ
コ
ン
等
に
よ
り
エ
ク
セ
ル
で

申
請
書
を
作
成
し
た
場
合
は
、
申

請
書
様
式
・
そ
の
他
必
要
書
類
と

と
も
に
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に

登
録
し
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク

も
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

建
：
市
独
自
様
式

コ
：
　
　
〃

物
：
　
　
〃

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

ww
w.
to
wn
.k
it
su
re
ga
wa
.t
oc
hi
gi
.j
p/

※
詳
し
く
は
、
各
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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提
出
先

受
付
期
間

有
効
期
間

提
出
方
法

申
請
様
式

（
国
分
寺
町
）

〒
32
9-
04
92

下
都
賀
郡
国
分
寺
町

大
字
小
金
井

11
27

総
務
課 消
防
管
財
担
当

02
85
-4
0-
55
55

建
：
1/
25

～
2/
10

コ
：
　
  
〃

物
：
2/
14

～
2/
28

H1
7．

4．
　
1

　
　
　
↓

H1
9．

3．
３
１

持
参
又
書
留
郵
送

(
消
印
有
効

)
※
Ａ
４
袋
と
じ

建
：
町
独
自
様
式

コ
：
　
　
〃

物
：
　
　
〃

（
烏
山
町
）

〒
32
1-
06
92

那
須
郡
烏
山
町

中
央

1-
1-
1

総
務
課
管
財
係

02
87
-8
3-
11
11

建
：
2/
1
～

2/
28

コ
：
　
  
〃

H1
7．

4．
　
1

　
　
　
↓

H1
9．

3．
３
１

持
参
又
は
書
留
郵
便

※
フ
ァ
イ
ル
（
Ａ
４
、
色
指
定
な
し
）
袋
と

建
：
国
土
交
通
省
統
一
様
式

　
　
栃
木
県
様
式

コ
：
　
　
〃

（
南
那
須
町
）

〒
32
1-
05
95

那
須
郡
南
那
須
町

大
字
大
金

24
0

総
務
課
管
財
係

02
87
-8
8-
71
11

建
：
2/
1
～

2/
28

コ
：
　
　
〃

物
：
　
　
〃

H1
7．

4．
　
1

　
　
　
↓

H1
9．

3．
３
１

持
参
又
は
郵
送
（
必
着
）

※
Ａ
４
Ｓ
フ
ァ
イ
ル
（
色
指
定
な
し

建
：
栃
木
県
様
式

　
　
国
土
交
通
省
統
一
様
式

コ
：
　
　
〃

物
：
　
　
〃

（
高
根
沢
町
）

〒
32
9-
12
92

塩
谷
郡
高
根
沢
町

大
字
石
末

20
53

総
務
課
監
理
係

02
8-
67
5-
81
01

建
：
2/
1
～

2/
17

コ
：
　
　
〃

H1
7．

4．
　
1

　
　
　
↓

H1
9．

3．
３
１

持
参
又
は
書
留
郵
便
（
必
着
）

※
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル

建
：
青
　
コ
：
緑

建
：
栃
木
県
様
式

　
　
町
独
自
様
式

コ
：
　
　
〃

（
湯
津
上
村
）

〒
32
4-
04
92

那
須
郡
湯
津
上
村

大
字
湯
津
上

5-
10
81

建
設
水
道
課

02
87
-9
8-
21
14

建
：
2/
1
～

2/
28

コ
：
　
　
〃

物
：
　
　
〃

H1
7．

4．
　
1

　
　
　
↓

H1
9．

3．
３
１

村
内
業
者
：
持
参

村
外
業
者
：
書
留
郵
便
（
消
印
有
効
）

※
Ａ
４
袋
と
じ

建
：
栃
木
県
様
式

　
　
国
土
交
通
省
統
一
様
式

コ
：
　
　
〃

物
：
　
　
〃

　
　
村
独
自
様
式

※
詳
し
く
は
、
各
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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行政書士業務案内看板の斡旋

業務開発部では、行政書士の業務案内の看板を作製致しました。

ご希望の方は、下記の申込書にて２月末日までに事務局へ FAX（０２８-６３５-１４１０）で

　お申込み下さい。

上部から業種のプレートが出し入れ可能なので自由に並べ換えができ、下部には事務所の名称

が入ります。事務局に見本品がございます。

価　格　１７，０００円（申込者が２０名に満たない場合は、価格が変更になりますので、

ご連絡差し上げます。）

　※　業種のプレート追加は１業種１，５００円となります。

行政書士業務案内看板申込書

　
支　部　名

氏　　　名

電 話 番 号  

業　務　名

（業種プレート追加の場合）
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下記のとおりマニュアルを作成しましたので、参考にして下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（業務開発部）

「公正証書遺言準備･立会等のマニュアル」

　　　　　遺　　言　　者 　　　　　　　行政書士業務
　
　

受　
　
　
　
　

付

持参書類

① 遺言者の印鑑証明

② 遺言者の資産評価証明

③ 預金口座名と概算金額

④ 現金概算

⑤ その他の財産

聞き取り

① 遺産分け（誰がどれを）

② 遺言書作成日時

公証人の予約　

③ 遺言書の作成場所

公証役場　出張

④ 証人依頼　２人

利害関係人はなれない　行政書士で可

⑤ 遺言執行人の決定

相続人等又は行政書士

資
料
収
集

本人に負担をかけない 戸籍取得

相続関係の分かるもの

　
　

報
酬
見
積

① 公証役場報酬の見積依頼

ＦＡＸで財産資料　戸籍送付

② 証人依頼（免許証持参）

③ 遺言者の乗り物手配（高齢者等の場合）

④ 行政書士報酬額計算

⑤ 依頼人に費用通知

公証役場報酬　行政書士報酬　立替金

当　

日

① 実印持参

② 費用持参　

① 依頼人送迎

② 身分証明　印鑑持参

③ 領収証作成持参

参　

考

① 証人は行政書士で可

② 遺言執行人は行政書士で可

③ 遺言者の応諾を得た場合、遺言書の謄本を預かる
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　２００５年最初の「おじゃましま～す」は、新

春に相応しく、最近売り出し中の宇都宮支部ニュ

ーフェイス？田代昌宏会員を紹介します。

①氏名　　　　　田代昌宏（たしろ　まさひろ）

②事務所　　　　宇都宮市峰町（宇大東側）

③入会年　　　　２００１年１月

④入会の動機　　組織に馴染めない一匹オオカミ

　　　　　　　　だから・・・

　　　　　　　　コメント：かっこいい～

⑤専業ｏｒ兼業　兼業？（行政書士・なんちゃっ

　　　　　　　　てプログラマ～？？？）

　　　　　　　　コメント：特に映像処理はプロ

　　　　　　　　　　　並み？みち、間違えた？

⑥得意業務　　　インターネットを利用した電子

　　　　　　　　申請に関する手続き、相続等

　　　　　　　　コメント：こう見えても、法学

　　　　　　　　　　　　　部出身で～す。

⑦苦労して　　　会の業務に時間がとられること

　　いること　　（特にＩＴ委員会・・・）

　　　　　　　　コメント：反省してま～す。

⑧行政書士に　　時間が自由に使えること、すば

　なって良か　　らしい先輩方と知り合えたこと

　ったこと　　　何より、人の役に立てる仕事が

　　　　　　　　できること

　　　　　　　　（Ｓ先生・I先生を初め沢山の

　　　　　　　　先生方これからも、宜しくお願

　　　　　　　　いしま～す）

⑨モットーは・・犬も歩けば棒に当たる！

　　　　　　　　コメント：なに～？？？

⑩ご家族は　　　独身（花嫁募集中！）

　　　　　　　　両親と犬２匹（ムサシ・らん）

　　　　　　　　コメント：ほんといいやつです

⑪趣　味　　　　パソコン

⑫特　技　　　　パソコンで・・・

　　　　　　　　コメント：ちょっと・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　やばいかも？

⑬好きな場所　　パソコンのそば

　　　　　　　　コメント：かなりやばいかも？

⑭好きな色　　　薄いピンク

⑮好きな言葉　　「棚からぼた餅」

　　　　　　　　コメント：まじめに働け～（笑）

⑯一　言　　　　諸先輩のご指導を仰ぎながら、

　　　　　　　　これからの情報化時代に対応で

　　　　　　　　きる行政書士として、自分の得

　　　　　　　　意なパソコンを生かした新しい

　　　　　　　　分野で行政手続きのスペシャリ

　　　　　　　　ストへと成長していきたいと思

　　　　　　　　っています。

　　　　　　　　コメント：やっぱり、最後は決

　　　　　　　　　　　　　めるね！

　一見、かなり「パソコンおたく」そうなコメン

トが多そうですが・・・その通りです（笑）

　でも、話していると、「おたく」のイメージと

はほど遠く、明るく陽気で「ちょっとシャイな、

いいやつ」っていう印象が伺えました。

　ハリーポッター似（私の印象）の田代先生、魔

法の杖をパソコンに持ち替えて、行政書士会に新

しい風を吹かせてください・・・。

　　　　　　　　　　（取材：広報部　金敷　裕）
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那 須 支 部
「副支部長の顔」

　本稿の依頼を受け、自

分の行政書士としての経歴

を、会員名簿によって辿っ

てみた。若い積もりでいた

が、登録番号が支部会員の

中で一番若いのにショック

を受ける。

　そもそも、行政書士の資格取得・登録が勤務し

ていた会社の業務遂行の利便を企るための手段で

あったため、会務おろか支部活動についても全

く関与したことがない、特殊な過去を持つ会員で

あった。

　平成１２年５月、東京での仕事を切り上げた為

に、自分の自由に使える時間が持てるようになっ

たのを機に、先輩でもある、当時の佐藤進一支部

長にお骨折りをいただき、支部活動に参加させて

もらったのが最初であり、以来、支部の役務は監

事を経て昨年副支部長を拝命し現在に至る、賢明

にして業務に精通した篠原支部長、田渕副支部長

がそつなく支部の運営を取り仕切っており、職責

を忘れて惰眠を貧る自分を見出して苦笑する。

　本部に於ける会務に於いてもしかり。諸先輩方

の温情にすがり、協力とは程遠いお荷物とならな

いようにするのが精一杯の昨今である。

　そんな中で唯一協力らしいことをしたのは、三

士会及び支部の無料相談に参加させて戴いたこと

である。ここで痛感したことは、「行政書士の存在・

業務内容が一般の人達に理解されていない」とい

うことであった。平成１７年は那須塩原市が誕生

し、車両・産廃等行政手続きが激変する年を迎え

るに当たり、行政書士のＰＲ活動に力を入れるの

が急務であると考える。その方法は、対策は、と

思いは意馬心猿の如く跳梁すれど、持ち合わせる

知識は古く、パソコンも満足に扱えない老兵には

如何ともし難い。この打開策は、若い時代にマッ

チした後進に道を委ねて、老兵は消え去るのが賢

明なのかもしれないが、ここ一番、老兵の意地を

見せてから消えたいものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　（大槻武徳）

　平成１５年春に那須支部

副支部長兼事務局を拝命し

てから、２年の任期が残り

わずかとなりました。副支

部長としてよりは事務局と

して那須支部の各事業の仕

事を篠原支部長と大槻副支

部長のもとに行ってきました。残りの任期も精一

杯がんばります。

　先日、遅ればせながら那須支部で開催された行

政書士無料相談会には、広報掲載しか出来なかっ

たにもかかわらず計１３件の相談が寄せられ中に

は大変深刻な相談もありました。

　行政書士の仕事は、とにかく種類が多く幅広い

ので、全てに応じることは困難ですが、色々と変

化の激しい昨今の社会の中で、ますます顧客の

ニーズに応えられる行政書士が望まれていること

は間違いありません。

　那須地区特異の農地関係・酪農関係・産業廃棄

物関係等をはじめとした様々な相談・依頼に少し

でも応えられるよう支部の研修の充実と他士業

（弁護士・司法書士・税理士等々）とのタイアッ

プが次の課題かなと考えています。

　さて、那須地区では、県内の他の地区に先駆け

平成１７年１月１日に那須塩原市（旧黒磯市・西

那須野町・塩原町）が誕生し、大田原市・黒羽

町・湯津上村の合併が次に控えています。各行政

窓口も統合されたり、旧態のままだったりと対応

が様々で多少の混乱は避けられない様子です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（田渕　徹）
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政連だより

平成１６年度第４回幹事会開催
　平成１６年１２月１９日（日）午後４時１５分

から「鬼怒川あさやホテル」に於いて、平成１６

年度第４回幹事会が開催されました。

　報告事項及び議案は下記のとおりです。

報告事項

　（１）日本行政書士政治連盟の近況報告

　（２）地方選挙について

議　案

　議案第１号

　　　平成１６年度運動計画執行状況について

　議案第２号

　　　日本行政書士政治連盟栃木会規約一部改正  

　　　について

　　　（改正前）

　　　第４条　本会の組織は、次のとおりとする。

　　　　（１）  本会は、栃木県行政書士会に入会

　　　　　　　している行政書士を会員として組

　　　　　　　織する。

　　　（改正案）

　　　第４条　本会の組織は次のとおりとする。

　　　　（１）  本会は、栃木県行政書士会に入会

　　　　　　　している個人会員（以下「会員」

　　　　　　　という。）をもって組織する。

　幹事会には、議員連盟で宇都宮市議会議員の諏

訪利夫先生、西方町議会議員の和賀井良雄先生、

同じく西方町議会議員の山ノ井一男先生が来賓と

してお見えになり、祝辞を頂きました。

　詳しい内容については、事務局備え付けの幹事

会資料及び幹事会議事録を参照してください。

　　　　　　　　　　　　　（広報部　金敷　裕）

　芳賀支部では、１０月２６日益子町大川戸ドラ

イブインにて多数出席して実務研修会を行った。

　講師は、押野佑先生で「建設業許可申請につい

て」を実務家による懇切丁寧な内容であり、出席

者全員納得されたようであった。

　終了後、昼食にきのこづくしを食して解散と

なった。

　　　　　　　　　　　　　（支局長　秋葉憲司）

支 局 情 報

【芳　賀】

実務研修会開催

【宇都宮】

２月の「行政書類手続き相談」
日　時：平成１７年２月１４日（月曜日）
　　　　午前１０時～午後３時
場　所：宇都宮市役所２階（市民相談室）
担当者：福田　仁・松野文武

▲　諏訪利夫議員

▲　山ノ井一男議員

▲　和賀井良雄議員
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書士会日誌
１２月（主なもの）

　１日 水 業務研修部会 会長　横山副会長　嶋田副部長　大槻理事　鈴木理事

渡辺（良）専門部員　鈴木（宏）専門部員　池葉専門部員
栃木県生活環境部人権同和対策課主

催講演会「ヒューマンフェスタ」

齋藤理事

　２日

　

木 総務部会 会長　宮嶋副会長　金敷副会長　堀越副会長　秋田部長　

市川副部長　齋藤理事　岡井理事　
群馬会主催　電子申請研修会 風間副委員長

　４日 土 佐野自動車登録センター総会 会長
　５日 日 藤森会員瑞宝小綬章祝賀会 会長
　７日 火 栃木県警察本部交通規制課と運営協

議会との合同連絡会

会長　宮嶋副会長　運営協議会正副会長

　８日 水 綱紀委員会 藤森委員長　長岡副委員長　山本委員　田名網委員　

中山委員
財務経理部会 堀越副会長　唐木田部長　柳川理事　佐藤理事
日行連伝達研修会

　　↓

鈴木（宏）専門部員
　９日 木

編集会議 金敷副会長　青木部長　小林副部長　清水理事

松本理事　新井専門部員
浄化協会との連絡会 会長　横山副会長　前澤部長　市川副部長　増田事務局長

１０日 金 業務研修部研修会（会社設立） 講師：横山副会長
申請取次実務者懇談会 会長

１５日 水 業務開発部会 住吉部長　岩本副部長　手塚理事　廣田理事
１６日 木 栃木県文書学事課との業務連絡会 会長　宮嶋副会長　秋田部長　金敷委員長
１８日 土 自販連との連絡会 会長　宮嶋副会長　運営協議会正副会長
１９日 日 理事会 正副会長・理事・監事・支部長・委員・支局長
２１日 火 軽協会との連絡会 会長　宮嶋副会長　運営協議会正副会長
２２日 水 正副会長・総務部会 会長　金敷副会長　横山副会長　堀越副会長　宮嶋副会長

秋田部長　前澤部長　市川副部長　齋藤理事　岡井理事

木下理事　事務局

正副会長・部長・総務部

事務局との業務打合せ

平成1７年1月・２月における経営規模等評価等申請実施の日程（予定）

土木事務所名 １月予定 ２月予定 土木事務所名 １月予定 ２月予定

宇 都 宮
１９日（水）

２０日（木）

２３日（水）

２４日（木）
栃 木

２４日（月）

２５日（火）

２１日（月）

２２日（火）

鹿 沼 ２５日（火） ２５日（金） 大 田 原 ２６日（火） １８日（金）

烏 山 ２０日（木） １７日（木） 日 光 ２４日（月） １８日（金）

矢 板 ２１日（金） ２５日（金） 真 岡 ２７日（木） １７日（木）

足 利 ２１日（金） １７日（木） 佐 野 ２７日（水） ２２日（火）

栃木県土木部監理課建設業係
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木 もれ び

表 紙 写 真 日光東照宮　陽明門 （東西回廊） 彫刻

　５０代に入ってから、思いつくままにいろいろ

なことを始めた。「いろいろ」の動機は、言うま

でもなく、「老い」の自覚だ。

　１０年前と同じものを食べ、同じ量を呑んでい

たら必ず太る、という厳然たる事実を自分の身体

で知ったとき、唖然呆然愕然としつつも、自然の

なせる技として平伏するほかなかった。心身に確

実に忍び寄る老いの自覚こそ、これまでの人生の

中で最も大きなできごととさえ言える。

　どうしても避けることのできない老いではある

が、それを受け入れることはなんと困難なことだ

ろう。じたばたせずに自分の生と向き合うこと、

それが今からの課題だ、と強く決意を迫られた私

であった。後悔しない生を生きるためには、自覚

的に自分を楽しませなくてはならない。まだまだ

楽しんでないもんね。

　というわけで、私の始めた「いろいろ」は、お

約束通りに、まずは身体を作り変える種々のココ

ロミから。ダンベルを買ってきて振り回し、早朝

のウォーキングを始め、公民館のヨガ教室に通い

始めた。むむむっ、なんとお約束通りなんだろう！

とその平凡な発想に暗くなりつつ、次は、これも

定番のカルチャー系、数十年間ほとんどケースに

入りっぱなしのバイオリンを明るい場所に救出し

た。４０年前にらくらくと（？）弾いていたはず

の曲を、聞くも無惨な雑音として再現する。

　健康系、カルチャー系の次はやっぱり能力開発・

資格系かな？これはほとんど義務感・強迫観念だ

が、それでも英語の教科書などをうれしげに揃え

た。

　何ごともろくにできやしないのだが、それでも

５０代の「いろいろ」は楽しい。少女の夢が舞い

戻る時、少女の自分と向き合って、人の生とは何

だろう、としみじみ語り合っている。

　　　　　　　　　　　（宇都宮支局長　深見史）

　日光東照宮は、元和３年（１６１７）徳川家康

公を奉祀し創建された神社です。二代将軍秀忠公

により造営された創建当初の社殿は、２０年後の

寛永１３年（１６３６）三代将軍家光公により建

て替えられ、今日の絢爛豪華な神殿群となりまし

た。これを「寛永の大造替」と言います。

　余談になりますが、東照宮を作るうえで日光に

決まったのは江戸から見てちょうど真北に位置し

ており、宇宙を主宰する不動星（北極星）のよう

に、家康は死んでも自分は北極星のように不動で

宇宙（世界）を支配し、江戸を見守っていく・・・

という思いもあったと言う説もあります。

　表紙の写真は、陽明門から左右に延びる廊下（東

西回廊）の堀にある彫刻です。この堀の彫刻は一

枚板のくり彫りで、全部で６０～７０体あります。

　回廊蟇股の彫刻のテーマは、霊獣・動物・花・鳥・

果物など、バラエティに富んでいます。奥宮の入

口などの重要な場所を除けば、それぞれの彫刻に

は特定の意味があるとは考え難く、蟇股の彫刻の

入れ替えが行われた可能性もあるとのことです。

　また、陽明門には全部で５０８の彫刻があ

ります。一番多いのが本殿で、全部合わせると

５１７３体の彫刻があるそうです。

★所在地・・・〒321-1431日光市山内２３０１

　　　　　　　　Tel　0288-54-0560

★拝観時間・・４月～１０月　

　　　　　　　　午前８時～午後５時

　　　　　　　１１月～３月

　　　　　　　　午前８時～午後４時

★拝観料・・・大人　１，３００円

　　　　　　　小・中学生　４５０円

★交通・・・・ＪＲ・東武「日光駅」から東武バ

　　　　　　　ス中禅寺湖方面行きで７分、「西

　　　　　　　参道」下車、徒歩１０分
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会　長　　渡辺　真

副会長　　佐藤進一　　　　副会長　　　松本　明

＜車庫証明申請センター運営協議会＞

宇都宮センター長　　渡辺　　真

栃木センター長　　　須藤　昌芳

足利センター長　　　松長　　健

佐野センター長　　　高島　俊夫

鹿沼センター長　　　中本　藤吉

真岡センター長　　　福田　俊夫

真岡サービス所長　　五味渕節夫

小山センター長　　　下田　康夫

西那須野センター長　坂内　利男

日光センター長　　　入江　昭造

今市センター長　　　福田　勝守

今市分所長　　　　　鈴木　　淳

矢板センター長　　　窪田　晴哉

矢板事務所長　　　　植木　真一

黒磯センター長　　　佐藤　進一

那須中央センター長　大柿　　榮

石橋センター長　　　野澤　　勇

氏家センター長　　　篠崎光一郎

烏山センター長　　　宮嶋　幸雄

茂木センター長　　　豊田　　茂

足尾センター長　　　後藤　八郎

黒羽センター長　　　須藤定之助

馬頭センター長　　　西宮　　功

藤岡センター長　　　菅沼　　清

喜連川センター長　　鈴木　一雄

＜行政書士佐野自動車登録代行センター＞

センター長　　湯沢　正海

副センター長　　新井　紀代

　　 同　　　　 小林　幸雄

理　　　　事　　稲葉　昌俊

　　 同　　　　 鈴木　康夫

会　　　　計　　河田　　力

〔広　告〕
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【変　更】

支 部 氏名 会員番号 変 更 事 項 変 更 内 容

宇 都 宮 吉 澤 秀 明 00 1612 事務所・電話 宇都宮市石井町 3167-2  TEL 090-2241-5369

【退　会】

支部・氏名
会 員 番 号
登 録 番 号

入 会 年 月 日

登 録 年 月 日 郵便番号 事 務 所 電 話 備 考

上 都 賀 00  1855
H16.12.15 321-

1262 今市市平ケ崎 52-17
0288-30-7750
FAX 30-7255

佐 藤 裕 子 04122165

〈日　時〉　平成１７年２月３日（木）

　　　　　午後６時から

〈場　所〉　「ホテル東日本宇都宮

　　　　　　　　　　　３Ｆ大和　西」

　　　　　宇都宮市上大曽４９２－１

　　　　　０２８－６４３－５５５５

〈会　費〉　１人　５，０００円

　１人でも多くの方々のご参加を宜しくお願

い申し上げます。

栃木県知事就任祝賀会

　１月は第４期（１月～３月）会費の納入

月です。銀行、郵便局の自動引き落としをご

利用になっている方は残高不足にご注意下さ

い。

会費の納入について

◇◇◇業務研修部研修会開催◇◇◇

　産業廃棄物収集運搬業許可申請に係る診断

書作成特別研修会を開催致しますので、ご参

加下さい。なお、詳しい詳細・申込み書は平

成１６年１２月号Ｐ８～９に掲載してありま

すので、ご覧ください。

〈日　時〉　平成１７年２月２６日（土）

　　　　　午前９時３０分～午後５時まで

〈場　所〉　栃木県行政書士会館

　　　　　宇都宮市西一の沢町１－２２

〈受講料〉　１科目　５００円

〈受講者〉　行政書士

〈科　目〉

１．財務諸表に基づく経営分析

２．産業廃棄物収集運搬業許可申請の実務

３．廃棄物の処理及び清掃に関する法律概論

４．産業廃棄物収集運搬業の経営診断書作成

　　の実務

　新年明けましておめでとうございます
昨年末のレコ大ではミスチルが大賞を
とって「まこ」ちゃんも「ユキ」ちゃん
もさぞかし喜んでいることでしょう？
広報誌をまるごと作成し始めて、やっと
５回目となります。まだまだ、試行錯誤
している状況ですが、広報誌を作る喜び
にやっと目覚めたところです。もっと時
間があればな～！　　　（広報部２年生）

編 

集 

後 

記
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